
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

中期目標・中期計画項目 
年度計画
の数 

Ⅳの数 Ⅲの数 Ⅳの割合

１ 業務運営の改善及び効率化に 
関する目標 

48 33 15 68.8％ 

２ 財務内容の改善に関する目標 15 11 4 73.3％ 

３ 自己点検評価及び当該状況に係る 
情報提供に関する目標 

6 5 1 83.3％ 

４ その他の業務運営に関する目標 12 8 4 66.7％ 

合    計 81 57 24 70.4％ 

Ⅳ：年度計画を上回って実施している Ⅲ：年度計画を十分に実施している 

本学では第１期中期目標期間において，43件の中期目標，246件の中期計画につい

て目標の達成に取り組み，平成 16～19 年度の実績に係る国立大学法人評価結果に基

づく運営費交付金の評価反映分は，86国立大学中第７位※という，これまでの取組が

高く評価された結果となった。 

業務運営・財務内容等に関する各中期計画については，81件全てを平成21年度末

までに実行・達成しており，６年間を通じた中期計画の進捗状況に係る自己評価も「Ⅳ 

年度計画を上回って実施している」が全体の７割に達する結果となった。 

業務の実施状況の総括 

業務運営・財務内容等の状況に係る中期計画の自己評価結果 

※平成22年3月25日 朝日新聞第1面による
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学長のリーダーシップの下，「学長特別補佐」「常勤役員懇談会」「役員・学部長等懇談

会」等により，重要案件を集中的に審議する一連の検討体制を確立・運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．業務運営の改善及び効率化 

（１）戦略的な法人経営体制の確立 

福井大学運営体制組織図 

 ・第２期中期目標・計画の策定 

 ・本学の教育研究の在り方の検討 

 ・中期目標期間評価への対応 

 ・学内組織の見直し 等 

２ 

役員会

全学委員会

学部・研究科等
学内共同教育
研究施設等

事務局

全体会議

赤枠：学長のリーダーシップを高める仕組み

学長と教職員・
学生との

意見交換会

学 長

副学長

常勤理事（３名）

非常勤理事（３名）

常勤役員懇談会
常勤役員連絡会

学長特別補佐連絡会

役員・学部長等懇談会

自由討議

自由討議

自由討議

経営協議会教育研究評議会

総合戦略部門

総合戦略部門
が役員を直接

サポート

施設長等を役員が兼務

平成21年度における

主な成果例 

H22.4～（H21 年度決定）



 

 

 

 

 

① 実践性を重視した「福井大学方式」による教職大学院の設置（平成20年度） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育研究組織の見直し 

 

福井大学
国立大学法人

創造力、実践力。 

 
 

 
「福井大学は 2001 年に『学校を拠

点に実践的な共同研究を進める』と

宣言された。この観点は『学校現場

が大学院』という鮮烈なメッセージ

として全国を駆けめぐった。教職大

学院の根幹コンセプトである。」 

鷲山 恭彦

前東京学芸

大学学長・

前日本教育

大学協会 

会長 

１年間の長期インターンシップを実施。米国やフィンランドの教育研究者も注目 

福井大学方式：学校現場が大学院 

「『福井大学教職大学院は，少

なくとも地方型の非常に見習

うべきモデルだ』 と改めて思

いました。」 

３

優れた取組として，文部科学大臣等が相次いで視察。各方面から高く評価 

※上記他，視察に訪れた川端文部科学大臣

(H22.7.8)，清水審議官(H22.5.27)も高く評価 

『福井大学は教職大学院発祥の地』『地方型の見習うべきモデル』 

鈴木 寛 

文部科学副大臣 

福井県内に15の
拠点学校を設置

小中学校に大学院を創る

事例研究を中心にする

スクーリング

大学教員出向

記録

討議

実
践

実践交流
ラウンドテーブル

実践交流
ラウンドテーブル

福井大学

拠点学校

理論と実践との融合



 

 

 

 

② 世界トップレベルの研究教育を行う「附属国際原子力工学研究所」の設置（平成21年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21.10.2 朝日新聞25 面 

福井県の「もんじゅ」等世界有数の原子力関係施設を活用。

高速炉その他の分野で，世界トップレベルの研究開発・人材

育成を目指す。 

福井大学は「放射線がん治療の分野で最先端の研究を推進し、発展途上国

に技術指導できる人材も豊富である」と高く評価された。 

天野 之弥 

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）事務局長 

高速増殖炉もんじゅ 

「
原
子
力
の
平
和
利
用
に
取
り
組
む
福
井
は
世
界
の
財
産
で
す
。」
１
日
、
国

際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
次
期
事
務
局
長
の
天
野
之
弥
さ
ん
（
62
）
は

福
井
市
内
で
講
演
し
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
や
福
井
大
の
放
射
線
が
ん

治
療
の
研
究
な
ど
を
挙
げ
て
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
目
指
す
原
子
力
の
平
和
利
用
を
実

践
し
て
い
る
世
界
有
数
の
地
域
」
と
評
価
し
た
。
講
演
後
は
県
庁
を
訪
れ
、
西

川
一
誠
知
事
に
「
福
井
に
は
原
子
力
に
携
わ
る
人
材
育
成
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
岡
野
翔
）

開所式の様子（H21.4.1） 

４ 

「日本の原子力研究開発に関する先端県にある当研究

所は，アジアの中，世界の中での教育研究の拠点になっ

ていただきたい。」 

『世界の中での教育研究拠点に』 

H22.7.8 福井大学視察後記者会見のコメントより 

川端 達夫 

文部科学大臣 



 

 

 

 

 

長期的視野に立った学長の強いリーダーシップの下，大学全体の予算が減少している中

で「重点配分経費」を年々増額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント制による人件費管理を導入。学長管理ポイントの活用により，必要な人材を

確保 

 

 

 

 

学長の裁量により，重点分野へ教職員を配置。平成 21 年度には，重点研究高度化推進

本部を設置し，更なる支援体制を強化 
 
 
 

配置先 職 名 人数 

特命助教 高度研究推進員 ９名 

プロジェクト・マネージャー １名 

リサーチアドミニストレーター １名 特命職員 

研究教育高度化支援員 ６名 

その他職員 研究機関研究員，技術補佐員，教務補佐員，事務補佐員 53 名 

合  計 70 名 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

執行額

総事業費に占める割合

（３）戦略的・効果的な資源配分の推進 

 

福井大学
国立大学法人

創造力、実践力。 

５

3 億6,244 万円 

5 億9,540 万円 

6 億8,445 万円

7 億9,729 万円

9 億7,551 万円 

10 億5,025 万円

4.03％ 

5.15％ 

6.37％

7.24％

8.12％ 8.24％

重点配分経費執行額の推移 

重点研究高度化推進本部による人員配置（平成21年度） 

 
・ポイント制は，すべての教職員に導入する。 

・学長管理ポイントにより，柔軟かつ機動的な体制を確立する。 

・学長は，全学における総定数を管理する。 

ポイント制の 
基本方針 



 

 

 

 

産学官連携の強化等により，外部資金（共同研究・受託研究・寄附金）の獲得金額は大

幅な伸びを示し，平成21年度は過去最高額 15億6,360万円を獲得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

158 166 154
198 208 208 212

217 215
331 234

261
341

271

226

171

218
209

168

207
206

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

新規金額

継続金額

総採択件数

231
335 356

546 565 642

900

139

159 196

184 193
195

180

434

438
460

399
468

532

464
200 11

103

20

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

寄附講座・記念事業

奨学寄附金

共同研究

受託研究

２．財務内容の改善 

（１）自己収入の拡大 

６ 

科学研究費補助金について，平成21年度の採択件数は平成15年度比58件増（34.5％

増），採択金額は１億753万円増（28.7％増）を実現 

科学研究費補助金の推移 

外部資金（受託研究・共同研究・寄附金）の推移 

※平成15 年度は，統合前の旧福井大学及び福井医科大学の合算数

※転入者分を含めない。平成15 年度は，統合前の旧福井大学及び福井医科大学の合算数

8 億357 万円 

9 億3,240 万円 

10 億1,152 万円

13 億2,874 万円
12 億3,726 万円

14 億7,242 万円 

15 億6,360 万円

3 億7,493 万円 3 億8,141 万円 

4 億8,452 万円

4 億3,263 万円
4 億6,825 万円

5 億4,933 万円 

4 億8,247 万円



 

 

 

 

 

徹底した全学的管理体制の下，経費の抑制に努めた結果，戦略的経費を除く一般管理費

は年々減少 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント制の導入による削減計画の推進，地域手当支給相当額の据え置きにより，人件

費の削減を推進 

 

 

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

（２）全学管理体制による経費の抑制 

 

福井大学
国立大学法人

創造力、実践力。 

（３）人件費削減に向けた取組 

７

5 億5,890 万円 

5 億7,135 万円 

5 億6,247 万円 5 億6,107 万円

5 億4,728 万円

5 億3,936 万円 

998 万円 1,463 万円 

3,754 万円 

100 億6,521 万円 
100 億1,121 万円 

99 億385 万円
96 億5,628 万円

94 億9,222 万円 94 億9,924 万円

■戦略的経費 
■その他一般管理費 

一般管理費（決算額）の推移 

人件費（決算額）の推移 

目標として掲げた『５年間で５％減』を上回る人件費削減を実現 

基準額の 

6.5％減 



 

 

 

 

中期目標期間評価においては，全 90 法人中 2 法人のみとなる，最高評価「非常に優れ

ている」を獲得。先進的な取組として，多くの大学のモデルケースに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全
学
評
価
委
員
会

評
価
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
小
委
員
会

国立大学法人評価

中期目標期間評価
各年度評価

学部・研究科等の
自己点検・評価

外部評価

認証評価

福井大学
中期目標・中期計画
進行管理システム

大学情報データベース

本学の独自開発

本学の独自開発

ＮＴＴ西日本との
共同開発

大学評価・学位授与
機構のシステムを活用

管理組織管理組織 開発手法開発手法 システム名称システム名称 評価への活用評価への活用

福井大学
総合データベース
システム（UFIDS)

福井大学
年度計画進行管理

システム

相互リンク

データ提供

一部データ提供

教員個人評価

活用活用

（１）評価データベースシステムの整備・活用 

全国に先駆けて，第２期中期目標期間評価に対応した 

新たなシステムを独自開発（平成22年６月） 

福井大学の評価管理システム体制の整備状況 

３．自己点検・評価及び情報提供 

第２期中期目標期間評価に向けた検討 

８ 



 

 

 

 

 

総合図書館の増改築に伴い，学内資源の一般開放を積極的に推進。日曜・休日の開館，

展示ホールの活用による地域住民への開放により，学外者の入館者数は大幅増加 

 

平成21年度実施の総合図書館企画展 

年 月 企画内容 

平成21年 6月 郷土の歌人 山川登美子展 

 9月 貴重書特別展示 往来物（教科書）展 

 10月 日本一短い手紙とかまぼこ板の絵の物語コラボ展 

 11月 総合図書館今昔－よみがえる旧図書館 

 12月 越前若狭いろはかるた完成記念原画展 

平成22年 1月 総合図書館が所蔵する浮世絵展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

785 694 641 828
281

5497

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

（２）図書館の増改築による積極的な情報公開の実現 

 

福井大学
国立大学法人

創造力、実践力。 

９

これまで大学になじみの薄かった

多くの地域住民が来館 

山川登美子展。好評につき

県立図書館等でも展示 
地元の丸岡町文化振興事

業団との連携を実現 

総合図書館における学外者の入館者数推移 

20年度は改修のため 
臨時図書館で運用 

※平成21年度は6～3月の10ヶ月間の入館者数

平成21年度の入館者数は，平成16年度比7.0倍に増加 



 

 

 

 

全学におよぶ ISO14001 手法によりエネルギー抑制に努めた結果，大幅なエネルギー消

費量の削減を実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設整備費補助金以外の自己資金・外部資金による新たな整備手法により，６年間で 

5,810㎡（本学全体の施設整備面積の15.5％）の建物を整備 

 
整備の形態 名称等 面積 整備内容 

寄附 
自己資金 

附属病院 
臨床教育研修センター 1,100㎡ 附属病院開院25周年事業(寄付）+目的積立金による整備 

自己資金 総合研究棟Ⅰ(文京) 1,966㎡ 目的積立金によるプロジェクトスペースの整備（3フロア分） 

自己資金 附属病院中央診療棟 155㎡ 光学医療診療部の改修整備 

自己資金 附属病院外来駐車場 2,355㎡ 附属病院前庭にアスファルト舗装外来駐車場69台分の整備 

自己資金 総合図書館(文京) 600㎡ 総合図書館改修等に伴う目的積立金による増築整備 

外部資金 
自己資金 保育施設(松岡) 220㎡

乳幼児を持つ教職員の就業を支援するための21世紀職業財団 
からの助成金と目的積立金による整備 

外部資金 
自己資金 附属病院 75㎡ コーヒーショップ等（外来食堂，喫茶店）の整備 

自己資金 医学図書館 1,060㎡ 増築（690㎡）改築（370㎡）による整備 

寄附 医学部 500㎡ サイクロトロン棟の整備 

寄附 産学官連携本部 134㎡ 地域産学官共同研究拠点整備事業に関連する本部Ⅰ号棟の整備等
 

461

469

433

443

422
426

2,1582,169

2,3882,336

2,5312,510

400

420

440

460

480

500

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

（百万MJ）

1,000

1,500

2,000

2,500

(MJ/㎡)

エネルギー消費量(MJ)

床面積当たりの消費量(MJ/㎡)

（１）「福井大学地球温暖化対策推進計画」によるエネルギー消費量削減 

（２）新たな整備手法による教育研究施設の整備 

 

福井大学
国立大学法人

創造力、実践力。 ４．その他の業務運営に関する重要事項 

10 

エネルギー消費量の推移 

※エネルギー消費量は，電気，Ａ重油，灯油，ＬＰガスの使用量を合計したもの。MJ:メガジュール 


